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編集後記

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　32  奥殿学区まちものがたり 発行　2017年１月

　今回の編集にあたり、あまりにも壮大で深い史実を積み重ねてきた歴史と先人の偉業を、こ
の紙面をもってまとめ上げるには至難の業でありました。
　しかしながら、市制施行100周年を機に、学区の残したい風景・伝えたい文化の伝承を、次代
へ引継ぐ一助になれば幸いかと思い取り組みました。
　そして、伝統の継承者である未来（つぎ）の「奥殿っ子」へ、バトンタッチいたします。

岡崎の奥座敷・花園の里

okutono 夏
春秋

冬

「ふるさと奥殿」新世紀岡崎に
伝えたい郷土の歌

昭和60 年 3月16日制定
作詞 奥殿小学校現職教育部　作曲 北原理恵子　編曲 中田直宏
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萌
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と

巴
川
　
夕
日
に
映
え
て

に
じ
ょ
う
だ
き

二
畳
滝
　 

も
み
じ 

紅
葉
浮
か
べ
る

松
風
の
　
高
鳴
り
聞
け
ば

こ
う
ざ
ん

香
山
の
　
い
に
し
え
遥
か

あ
あ
奥
殿
　
わ
が
ふ
る
さ
と 陣
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台
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史
に
薫
る

あ
あ
奥
殿
　
わ
が
ふ
る
さ
と

大
給
路
に
　
粉
雪
舞
え
ば

さ
ち幸

祈
る
　
餅
花
ゆ
れ
る

糸
車
　
今
も
め
ぐ
り
て

郡
界
の
　
流
れ
は
尽
き
ず
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と

〔参考資料〕　奥殿学校百年の歩み/香山中沿革史/
岩松保育園 あゆみ/奥殿陣屋よもやま話/大給恒
と赤十字/大給の里/奥殿藩松平家/郷土産業の
発展/その他郷土史

〔表紙写真〕　奥殿陣屋書院を背景に、平成27年度奥殿小学校卒業生と担任並びに作成委員一同（2015年11月16日撮影）

〔作成委員会〕　林　勝/宇野定男/鳥居好三/杉浦 昇/
城殿 修/山口秀美/柴田和之/磯谷義夫/宮島孝夫
顧問：杉浦高志/内藤隆之/満本妙子
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□人　口 1,932人
 男性 985人
 女性 947人
□世帯数 651世帯
□面　積 11.82㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

背景は三河富士とも呼ばれる
村積山。山頂に村積神社が
あり、毒石伝説も残っている。
標高256.9ｍ

一
七
一
一
年
▪
正
徳
元
 

奥
殿
松
平
家
が

お
ぎ
ゅ
う

大
給
に
陣
屋
を
置
き
、
大
給
藩
と
称
し
た

 

そ
の
後
、
4
代
藩
主
が
陣
屋
を
奥
殿
に
移
し
、
奥
殿
藩
が
誕
生
す
る

一
八
六
三
年
▪
文
久
3
 

11
代
藩
主
松
平

の
り
か
た

乗
謨（
後
の

お
ぎ
ゅ
う

大
給 

ゆ
ず
る恒

）
が
石
高
の
多
い
信
濃
国
佐
久
郡

 

田
野
口
に
居
城
を
移
す
…

一
八
七
二
年
▪
明
治
5
 

公
立
で
あ
る
郷
校
奥
殿
学
校
が
創
立
さ
れ
る
。
旧

り
ん
き
ゅ
う
じ

林
宮
寺
（
↓
地
図　

 

）

 

を
校
舎
と
し
、
後
に

こ
う
ざ
ん

香
山
学
校
と
称
す

一
八
八
〇
年
▪
明
治
13
 

香
山
学
校
が
奥
殿
小
学
校
と
改
称
さ
れ
る

一
八
八
一
年
▪
明
治
14
 

郡
界
川
流
域
で
「
ガ
ラ
紡
」
が
始
ま
る
…

一
九
〇
二
年
▪
明
治
35
 

奥
殿
小
学
校
が
奥
殿
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
る
…

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16
 

奥
殿
尋
常
小
学
校
が
額
田
郡
岩
津
町
立
奥
殿
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22
 

額
田
郡
岩
津
町
立
奥
殿
国
民
学
校
が
岩
津
町
立
奥
殿
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、

 

か
や
ま

香
山
中
学
校
が
岩
津
中
学
校
の
分
校
と
し
て
設
置
さ
れ
る
…

一
九
四
九
年
▪
昭
和
24
 

岩
津
町
立
香
山
中
学
校
が
認
可
さ
れ
る
。
三
河
地
方
で
「
ガ
ラ
紡
」
が

 

最
盛
期
を
迎
え
る
（
し
か
し
、
そ
の
後
約
10
年
で
姿
を
消
す
）

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28
 

岩
松
保
育
園
が
宮
石
町
に
開
園
さ
れ
る
（
↓
地
図　

 

）

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30
 

合
併
に
よ
り
、
奥
殿
小
学
校
、
香
山
中
学
校
が
岡
崎
市
立
に
な
る

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45
 

桑
原
町
の
巴
川
に
カ
ヌ
ー
練
習
場
（
↓
地
図　

 

）
が
開
設
さ
れ
る

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47
 

県
道
39
号
（
通
称
足
助
街
道
）
が
桑
原
町
内
で
開
通

一
九
八
四
年
▪
昭
和
59
 

香
山
中
学
校
が
廃
校
に
な
り
、
桑
原
町
に
新
香
山
中
学
校
が

 

開
校
さ
れ
る

一
九
八
四
年
▪
昭
和
59
 

奥
殿
陣
屋
（
↓
地
図　
・
特
集 

）
が
復
元
さ
れ
る

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61
 

岩
松
保
育
園
が
香
山
中
学
校
の
跡
地
に
移
転
さ
れ
る
…

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62
 

奥
殿
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
完
工

一
九
九
二
年
▪
平
成
4
 

奥
殿
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
工

一
九
九
三
年
▪
平
成
5
 

県
道
3
3
8
号
（
桑
原
・
川
向
線
）
が
開
通

一
九
九
八
年
▪
平
成
10
 

市
道
（
奥
殿
・
日
影
線
）
が
開
通

 

同
時
に
沿
線
で
は
土
地
改
良
が
な
さ
れ
る

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15
 

桑
原
町
に
「
香
山
の
里
」（
↓
地
図　

 

）
が
完
工

 

11
月
か
ら
入
居
を
開
始
す
る

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28
 

新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
し
、
岡
崎
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
も

 

同
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る
…
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4455

66

明治5年に開校した奥殿小学校（当時は郷校
奥殿学校）。平成28年9月で144年。明治34
年に現在の場所に移転した

ガラ紡の動力となった水車。明治に
始まったガラ紡績は、第二次世界大
戦後に全盛期を迎えた

22 11奥殿小の隣にある岩松保育園。昭和28年から宮
石町にあったが香山中学校跡地に移転した55 3344平成28年2月に開通した新東名高速道路の岡崎

サービスエリア。宮石町にあり、東海地方最大級
を誇る

66 奥殿藩最後の藩主、松平乗謨。明治
維新後、大給恒と名を変え、博愛社
を設立した

奥殿小の隣にあった香山（かやま）
中学校。昭和59年に新香山中学校
となり、桑原町に移転した
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奥
殿
学
区 

ま
ち
の
な
り
た
ち

 

地
名
の
由
来

　
「
藩
の
奥
座
敷
的
な
御
殿
が
あ
る
村
」
が

地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
る
奥
殿
。
豊

田
市
の
郷
土
史
研
究
家
が
所
蔵
す
る
文
書

に
「
奥
殿
旧
大
崎
と
い
う
所
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
、
奥
殿
松
平
の
初
代

さ
ね
つ
ぐ

真
次
が
こ

の
地
域
を
領
し
た
寛
永
4
年
（
1
6
2
7
）

以
後
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

 

松
平

の
り
か
た

乗
謨
（

お
ぎ
ゅ
う
ゆ
ず
る

大
給
恒
）　

　
　

　
10
代
奥
殿
藩
主
・
松
平
の
り
と
し

乗
利
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
た
11
代
藩
主
（
藩
と
し
て
は

8
代
目
）。
幼
少
期
よ
り
西
洋
事
情
に
精
通

し
て
、
文
久
3
年
（
1
8
6
3
）
に
は
信

濃
の
田
野
口
村
に
西
欧
流
築
城
術
の
粋
を

結
集
し
た
龍
岡
城
五
稜
郭
を
建
設
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
た
後
、
戊
辰
戦

争
の
勃
発
と
同
時
に
職
を
辞
し
て
大
給
恒

と
改
名
。
明
治
以
降
は
龍
岡
藩
知
事
、
元

老
院
議
官
、
常
勲
局
総
裁
、
博
愛
社
（
日

本
赤
十
字
社
の
前
身
）
副
総
裁
な
ど
活
躍

し
、
伯
爵
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

こ
う
ざ
ん

香
山
学
校

　
寛
永
4
年
（
1
6
2
7
）、
奥
殿
松
平

の
初
代
真
次
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
父
・

さ
ね
の
り

真
乗
の
菩
提
を
弔
っ
た
と
い
わ
れ
る
梅
香

山
林
宮
寺
。

　
香
山
学
校
は
、
そ
の
梅
香
山
林
宮
寺
で

開
か
れ
た
学
校
で
し
た
。
明
治
5
年
の
学

制
頒
布
に
伴
い
、
当
時
は
廃
寺
に
な
っ
て

い
た
林
宮
寺
を
買
い
取
っ
た
の
は
大
庄
屋

で
も
あ
っ
た
加
藤
善
八
郎
。
当
初
は
奥
殿

学
校
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
翌
年
に
奥

殿
藩
の
代
官
で
あ
っ
た
海
保
忠
典
氏
を
初

代
校
長
に
招
き
、
梅
香
山
林
宮
寺
か
ら
香

山
の
文
字
を
と
っ
て
名
を
改
め
ま
し
た
。

 

ガ
ラ
紡

　
ガ
ラ
紡
と
は
、
明
治
8
年
頃
に
長
野
県

出
身
の
臥
雲
辰
致
が
考
案
し
た
日
本
独
特

の
紡
績
機
械
。
そ
の
名
は
、
紡
材
を
回
す

と
ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
出
し
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。

　
奥
殿
で
は
明
治
14
年
に
三
河
木
綿
の
産

地
に
近
い
郡
界
川
流
域
で
始
ま
り
、
当
初

は
水
車
の
動
力
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

大
正
期
に
電
力
化
を
果
た
し
て
生
産
高
が

飛
躍
的
に
上
昇
。
昭
和
24
年
の
最
盛
期
に

は
こ
の
地
域
だ
け
で
約
2
5
0
社
、
従
業

員
と
そ
の
家
族
の
約
2
0
0
0
人
が
従
事

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
洋
式
の
機
械

紡
績
に
押
さ
れ
て
急
激
に
減
少
し
ま
す
が
、

現
在
も
「
特
紡
」
と
し
て
2
社
の
紡
績
工

場
が
残
っ
て
い
ま
す
。

が
う
ん
と
き
む
ね（
た
つ
む
ね
）
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巴川巴川

矢
作
川

かすみがわ

霞川

338

338

338

39

奥殿小学校
（→年表　）（→特集）
奥殿小学校
（→年表　）（→特集）岩松保育園

（→年表　）
岩松保育園
（→年表　）

学校
　）
学校
　） 龍渓院

（→特集）
龍渓院
（→特集）

法興寺法興寺

二畳二畳ヶ滝ヶ滝
光泉寺光泉寺

熊野神社熊野神社 奥殿神社奥殿神社

西光寺西光寺

奥殿陣屋（→特集）奥殿陣屋（→特集）

あさひこ幼稚園あさひこ幼稚園

学区市民ホーム
学区こどもの家
学区市民ホーム
学区こどもの家

とのさんはしとのさんはし
香山の里香山の里 宮石八幡宮宮石八幡宮

岩津発電所岩津発電所

   おくわ
御鍬神社
   おくわ
御鍬神社

日影神明宮日影神明宮

林宮寺跡林宮寺跡

正八幡宮正八幡宮

岡崎サービスエリア（→年表　）岡崎サービスエリア（→年表　）

日影ダム日影ダム

村
積
山

村
積
山

奥殿町奥殿町

宮石町宮石町
川向町川向町

渡通津町渡通津町
わ つ づ わ つ づ 

日影町日影町

桑原町桑原町

カヌー練習場カヌー練習場

新
東
名
高
速
道
路

花沢
桑原線

郡界川
66

33
55

44

桑原神社桑原神社

新香山中
（→年表

　
奥
殿
藩
は
小
藩
で
あ
り
な
が
ら
、幕
末
に
は
陸
軍
奉
行
、若
年
寄
と
な

る
松
平

の
り
か
た

乗
謨
（
後
の
お
ぎ
ゅ
う
ゆ
ず
る

大
給
恒
）、幕
府
海
軍
を
設
立
し
、徳
川
慶
喜
に
仕

え
て
大
政
奉
還
の
奉
還
文
を
起
草
す
る

な
が
い
な
お
ゆ
き

永
井
尚
志
、茶
道
裏
千
家
を
中

興
す
る

げ
ん
げ
ん

玄
々 

さ
い
そ
う
し
つ

斎
宗
室
の
3
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。四
季
折
々
の
花
が

咲
く
奥
殿
陣
屋
、鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
二
畳
ヶ
滝
、苔
む
す
龍

渓
院
な
ど
を
散
策
し
て
、歴
史
の
浪
漫
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

奥
殿
学
区 

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

竹
林
が
風
に
揺
れ
、
歴
史
の
浪
漫
を
感
じ
る
里

   桑原神社
桑原町の氏神。江戸時代には相撲
で有名だった。本殿の一部は陣屋
大手門を移築

bb

   熊野神社
下奥殿の氏神。幕末藩主の陣屋替
え騒動で、農民が集結する舞台と
もなった

hh    宮石八幡宮
宮石町の氏神。昭和60年まで、この
境内には岩松保育園があった

kk

   香山の里
平成15年完成の住宅地。自然や地域
との共生を目指して開発された

cc   カヌー練習場
昭和45年建設。市内唯一のカヌー
練習場で、新香山中学校カヌー部
が利用している

aa    とのさんはし
郡界川と霞川の合流点に架かる橋。
昔、殿様がここから奥殿陣屋を眺
めた

dd

   日影神明宮
日影町の氏神。神社には珍しく社が
山を背にして北向きに建っている

0o

   御鍬神社
川向町の氏神。昭和初期に、郡界川
水害の影響で高台に移築された

ll

　

 

奥
殿
陣
屋

奥
殿
藩
の
陣
屋
跡
。書
院
が
復
元
さ
れ
、

藩
主
御
廟
所
に
は
歴
代
藩
主
の
墓
が
あ
る

gg

   龍渓院
文安元年（1444）開基の曹洞宗の
古刹。岡崎の苔寺。入口に羅漢、山
門に仁王がある

ee

   奥殿神社
上奥殿と中奥殿の氏神。明治期に
地域の4社を合祀して建立された

ii    西光寺
三河一向一揆にも関連のある浄土真
宗の古刹。500年以上の歴史をもつ

jj    二畳ヶ滝
高さ30ｍ、幅7ｍ。2層の流れをもつ
郡界川の大滝。大蛇伝説がある

nn

   林宮寺跡
奥殿藩菩提寺跡。９代藩主、松平乗
羡の墓が残る。奥殿小学校開校の地

ff

   岩津発電所
明治30年に建設された水力発電所。
中部電力管内で最古かつ最小の発
電所

mm

   日影ダム
砂防ダムだが、地図にも載る大きな
ダム。放水景色が美しい

pp    正八幡宮
渡通津町の氏神。下宮と奥宮のあ
る形式が特徴的。境内の崖下に地
元でも謎のくぐれない鳥居がある
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奥
殿
小
学
校
の 

学
校
交
流

もち花づくり
願いを込め、竹の枝に紅、白、緑のお
餅の花を咲かせます（写真上）お餅
つきも楽しみの1つ（写真左）

学芸会での竹寒天。
劇をがんばったご褒美です

4

竹寒天

　
「
岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
」の
一
部
で
、書
院

や
日
本
庭
園
、食
事
処
、農
園
な
ど
を
持
つ
観
光

施
設
。昭
和
59
年（
1
9
8
4
）に
移
築
復
元
さ

れ
ま
し
た
。奥
殿
歴
代
藩
主
の
墓
石
が
あ
り
、毎

年
9
月
に
法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
殿
藩
は
、奥
殿
松
平
家
の

さ
ね
つ
ぐ

真
次
が
大
給
に

陣
屋
を
置
い
た
の
が
始
ま
り
。2
代
藩
主
・
の
り
つ
ぐ

乗
次

の
代
に
大
給
藩
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、正
徳

元
年（
1
7
1
1
）に
4
代
藩
主
・
の
り
ざ
ね

乗
真
が
奥
殿
に

陣
屋
を
移
し
て
奥
殿
藩
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の

後
、文
久
3
年（
1
8
6
3
）に
11
代
藩
主
・
松

平
の
り
か
た

乗
謨
が
信
濃
国
佐
久
郡
田
野
口（
旧
臼
田
町
、

現
長
野
県
佐
久
市
）に
居
城
を
移
す
ま
で
、7
代

1
5
2
年
に
渡
っ
て
陣
屋
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、龍
渓
院
の
庫
裏
と
し
て
使
わ
れ
た

旧
奥
殿
陣
屋
の
書
院
を
陣
屋
跡
地
に
移
築
し
、日

本
庭
園
、バ
ラ
、梅
、水
仙
な
ど
の
風
情
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
↓
地
図　

 

）

奥
殿
陣
屋

奥
殿
小
学
校
の 

伝
統
行
事

　
昭
和
53
年
か
ら「
も
ち
花
づ
く
り
の

会
」を
行
っ
て
い
る
奥
殿
小
学
校
。自

然
あ
ふ
れ
る
学
区
の
竹
を
材
料
に
し
、

も
ち
花
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心

と
な
っ
て
作
り
ま
す
。最
後
に
子
ど
も

た
ち
が
、短
冊
に
一
年
の
目
標
を
書
い

て
仕
上
げ
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
わ
ら
び
が
り
は
地
域
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
、児
童
が
採
集
し
た
わ
ら
び
等

を
奥
殿
陣
屋
前
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
学
芸
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
が

竹
を
切
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、竹

寒
天
が
つ
く
ら
れ
て
全
校
児
童
と
参
観

者
に
配
ら
れ
ま
す
。

岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園「

花
園
の
里
」

奥
殿
小
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
協
力
を
得
て
、

4
月
に
「
わ
ら
び
が
り
」
、
10
月
の
学
芸
会
で
の
「
竹
寒
天
」
配
布
、

1
月
の
「
も
ち
花
づ
く
り
」
な
ど
の
伝
統
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
殿
小
学
校
で
は
、昭
和
39
年
よ
り
沖
縄
県
石

垣
市
立
大
浜
小
学
校
と
、昭
和
60
年
よ
り
長
野
県

佐
久
市
立
田
口
小
学
校
と
、そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
校
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。石
垣
市
は
岡
崎
市
の
親
善

都
市
、佐
久
市
は
ゆ
か
り
の
ま
ち
で
す
。

　
平
成
26
年
に
は
、姉
妹
校
締
結
50
周
年
を
迎
え

た
大
浜
小
学
校
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、郷
土
芸

能
を
披
露
し
た
り
、記
念
植
樹
を
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

わらびがり
地域の方に感謝して、丁
寧にわらびを摘みます

曹
洞
宗
の
名
刹

大
澤
山 

龍
渓
院

龍渓院仁王門

龍渓院仁王像
（

うんがた
吽形像)

龍渓院仁王像
（

あ が た
阿形像)

1 月

4 月

10 月

太平洋戦争沖縄戦に関する縁により始まった沖縄県石垣市大浜小との交流。
平成26年に50周年を祝いました

ともに奥殿藩の領地であった奥殿と田野口（長野県佐久
市）。歴史の縁で、相互訪問交流を30年以上続けていま
す（写真右）交流の一環で岡崎公園を訪ねました（写真左）

大浜小との交流会。奥殿小学校は地
元の神社で行う巫女舞を（写真上）、
大浜小学校は伝統的な棒術を披露し
ました（写真左）

石垣市立大浜小学校

佐久市立田口小学校

歴
代
藩
主
の
御
廟
所
。法
要
風
景

玄
々
斉
宗
室 

生
誕
の
碑

江戸初期の作風を生かして復元された逢萊の庭 

gg

　
文
安
元
年（
1
4
4
4
）、豊
田
市
度

合
の
豪
族
、土
井
九
郎
左
衛
門
が
開
基

し
、松
平
広
忠
が
再
興
し
た
曹
洞
宗（
禅

宗
）の
寺
。参
道
に
は
樹
齢
2
0
0
年
を

越
す
杉
の
大
木
が
20
ｍ
程
の
高
さ
に
そ

び
え
て
い
ま
す
。右
手
の
崖
に
苔
む
し

た
十
六
羅
漢
が
立
ち
並
び
、境
内
一
面

に
も
苔
が
は
え
て「
岡
崎
の
苔
寺
」と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す（
↓
地
図　

 

）。
ee
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